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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
い
え
ば
、
オ
ヲ
ン
〆

の
悶
を
怨
起
す
る
ほ
ど
に
、
あ
の
、
か
れ

ん
に
し
て
輩
話
的
な
花
は
ま
こ
と
に
ヨ
l

ロ
ツ
バ
の
国
々
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な

姿
の
花
で
あ
る
。

－
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
ユ
リ
科
に
属
す
る

球
叡
植
物
で
、
も
と
も
と
ト
ル
コ
人
に
よ

っ
て
栽
培
さ
れ
、
十
六
世
紀
の
半
ば
に
ヨ

1

ロ
ツ
川
に
広
が
り
、
イ
ギ
ワ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
対
ヲ
ン
ダ
に
お
い
て
全
盛
た
訪
っ

た。
日
本
に
は
、
一
八
六
三
年
（
江
戸
時
代
）

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
と
共
に
フ
ラ
ン
ヌ
か
ら
扱
っ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
富
山
県
で
は
一

九

ニ
0
4頃
か
ら
栽
培
が
試
み
ら
れ
、
現
在

で
は
、
隅
波
地
方
と
、
下
新
川
地
方
が
最

も
盛
ん
で
あ
る
。
黒
部
両
状
地
幣
の
土
師
棋

は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培
に
適
し
、
良
質
な

球
根
の
産
出
を
み
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
球

摂
は
主
と
し
て
輸
出
用
と
し
て
ア
メ
リ
カ

へ
向
け
ら
れ
、
日
本
の
ド
ル
擁
ぎ
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

昨
年
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培
日
本
一
の

栄
誉
を
獲
得
し
、
一
大
皇
杯
を
受
け
ら
れ
た

大
家
庄
地
区
舟
川
新
の
沢
田
行
一
氏
の
紫

績
に
つ
い
て
は
米
だ
耳
新
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
当
町
大
家
庄
地
区
は
、
同
地
農
業

協
同
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、
昭
和
二
十

七
年
頃
か
ら
米
の
裏
作
と
し
て
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
栽
培
を
推
奨
し
、
こ
れ
を
指
導
し
て

き
た
が
、
現
在
で
大
家
庄
地
区
十
ヘ
ク
タ

l
w
、
五
箇
庄
地
区
一
、
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

・＇＇タ
引

-2-

に
一回
一っ
て
放
治
さ
れ
、
年
産
輸
川
最
約
百

八
十
五
万
球
、

千
八
百
五
十
万
円
の
収
婚

を
上
げ
、
品
種
も
五
十
六
種
に
一
臼
一
っ
て
い

る
。
茶
円
削
糊
銀
員
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
満

開
時
党
選
ん
で
栽
培
地
を
訪
れ
た
が。

残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
、
文
字

ど
お
り
・
涙
惹
け
ん
ら
ん
、
色
と
り
ど
り
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
に
咲
き

競
う
様
子
に
唯
感
模
、
加
え
て
、
目
下
各

種
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を
併
せ
て
栽
培
さ
れ
、

一
ぞ
う
の
趣
を
加
え
て
い
る
。

惜
し
む
ら
く
は
、
球
根
を
育
て
る
た
め

満
開
時
の
花
を
、
茎
の
最
上
端
か
ら
無
惨

に
も
摘
み
取
り
捨
て
る
と
聞
き
、
全
く
、

夫
二
物
を
与
え
ず
の
感
を
探
く
す
る
。

品
以
培
に
つ
い
て
の
苦
心
談
の
数
々
を
聞

い
て
、
天
皇
杯
も
ま
た
む
べ
な
る
か
な
と

再
三
感
心
、
編
集
員
は
、
不
合
格
品
と
い

わ
れ
る
美
し
い
花
（
ど
う
し
て
不
合
格
か

は
シ
ロ
ウ
ト
に
は
わ
か
ら
な
い
）
を
数
本

お
し
い
た
だ
い
て
現
場
を
辞
去
し
た
。

（
表
題
写
真
H
舟
川
新
に
て
）

昭
和
四
十
年
度

青
年
学
級
開
設

勤
労
青
年
の
学
習
の
場
と
し
て
、
本

年
度
も
四
月
よ
り
昭
和
四
十
二
年
三
月

ま
で
次
の
青
年
学
級
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

泊
、
大
家
庄
、
山
崎
、
南
保
（
以
上

国
庫
補
助
学
級
）
境
、
宮
崎
A

笹
川
、

五
簡
庄
、
野
中
、
蛭
谷
の
十
学
級
で
、

い
ず
れ
も
各
校
下
の
勤
労
青
年
の
申
請

一
役
場
人
事
異
動
…

〈昭和四十一年五月一日）
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に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
年
諸
君
は
、
み

な
さ
ん
に
よ
せ
る
町
民
の
期
待
に
w

』た

え
、
よ
り
よ
い
学
習
成
果
を
め
ざ
し
、

技
能
の
修
得
に
、
自
己
の
研
躍
に
努
力

し
て
く
．
た
さ
い
。

ま
だ
家
庭
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
れ
ら

働
く
青
年
た
ち
の
ま
じ
め
な
学
習
活
動

に
対
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
愛

情
に
よ
っ
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）



昭和4I年 5月 I0日
月 刊（毎月10日発行）ひさあ第

一」朝
p

せ
ん
。
そ
し
て
か
か
わ
り
の
な
い
自
分
を
つ
く
り
、
町
”

5
一

N

タ
ダ

酒
に
溺
れ
る
な
H

政
に
対
し
て
も
正
し
い
判
断
の
目
を
つ
く
っ
て
、
正
々
山

l

凶
句
守

＝

堂
々
と
町
長
、
町
議
会
離
員
選
挙
に
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

4
4
一

選

挙
に
昔
か
ら
つ
き
も
の
の
摘
は
突
に
庇
酒
と
も
い
悔
い
な
い

B
B一
う
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。
あ
ん
な
に
人
は
、
選
殺
の
一
票
を
投
ず

句

挺

＝
タ
ダ
酒
に
魅
力
を
感
ず
る
の
で
し
ょ
う
か
。
物
価
高
と
ら
L

a

－
司
リ
リ
ィ
j
i－
－

川
4

司

d
＝

る

に

’

v

ま

一

一

0
0
0
民
ふ
ふ
町
M
I
l
l
u

川

川

、

一
い
わ
れ
る
今
日
、
ニ
級
酒
一

升
で
五
ニ

O
円

で

す

。

酒

ず

避

教

が

終

二

に

仏

説

え

山

川

し

一
を
好
会
で
の
む
の
に
、
と
く
に
撃
に
タ
〆
酒
を
の
み
る
ま
で
は
タ
二
九
／
行
｜
叫

作

防

が

「

川

’

一
た
い
の
で
し

ょ

う

。

〆

酒

は

絶

対

J

多
Y
A
W判

u
之

川

川

し

一

善

意
な
自
分
の
良
心
ま
で
殺
し
て
、
最
も
尊
い
投
謀
に
飲
な

い

と

二

修

ド

h
m
y九
曜

川

＝
の
自
由
ま
で
な
く
し
て
タ
ダ
酒
を
の
み
あ
さ
る
の
で
し
い
う
覚
悟
で

1

助
事
』爪
A
州

V1B

F
E
＝
ょ
う
か
。
一
人
で
の
ん
で
も
一
升
五
ニ

O
円
、
二
升
の
明
る
い
正
し

1
li
l－－

M
W地
相
叩
ヰ

1

・i
＝
ん
で
も
千
同
強
、
職
人
さ
ん
の
現
在
の
自
給
は
、
約
二
い
選
苦
笑

7
A岬
町
も
’
司

l

l

l

 

’

L
千
円
強
と
い
わ
れ
る
今
日
、
何
を
か
い
わ
ん
の
感
が
あ
現
し
、
住
み

J
訪問叫／

Gr
川

；

・

川

，
、

＝

り

ま

す

。

よ

い

楽

し

い

’

i

内
r
u
b議
1

c

跡
、，

一
選
挙
め
あ
て
の
後
援
会
等
が
、
選
教
が
近
つ
く
と
と
町
を
つ
く
る

A
門
川
明
快
総
ぶ
角

za＝
も
に
続
A

で
き
て
き
ま
す
。
こ
の
租
の
会
等
は
タ
ダ
酒
源
を
つ
く
ろ

J
ー
ペ

u
r
M仮
Y
L吋

，
e

一

の

魔

窟

だ

と

も

云

は

れ

ま

す

。

う

で

わ

あ

り

シ

壊

や

＆

v

山

間

刻

一
ど
ん
な
大
柄
家
と
い
え
ど
も
ニ
到
あ
れ
ば
一
人
で
天
ま
せ
ん
か
。

t

l

E
E
F

＝
下
務
平
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
好
き
な
酒
な

ら

自

分

川

z

で
の
も
う
。
決
し
て
タ
ダ
酒
に
目
を
く
れ
て
は
い
け
ま
（
朝
日
町
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
説
会）

(2) 

区

地区名
区沢一本量啓一気次一団生！世帯数

備考

有線（大） 20～8 野中 11 103 
山崎 九里留作 52 5&3 。（山） 43～5 
大家日： 小川弥一 53 532 。（大） 66～8 
南保 大総常次 34 447 。（南） 330 
五節庄 山田安太郎 39 529 。（五） 47～3 
泊一区 松倉健三 33 507 電話 357 
泊二区 。木村諏策 44 637 。 318 
泊三区 愛谷場久太郎 42 608 。 6637 
笹川
扇 九林左邦衛門司

18 200 有線（笹） 608 
判崎 14 231 電話 720 
境 水島富男 14 291 。 585 
計 354 4.648 

長名簿
。印は区長会長

町日

朝

日

町

に

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

去
る
二
月
五
日
、
朝
臼
町
ロ
I
M
F
リ
タ

ラ
プ
が
、
設
立
総
会
を
行
な
い
、
魚
卸
ロ

ー

タ
リ
ー
ク
ヲ
プ
や
－
親
ク
ラ
プ
と
し
て
、
三

月
四
日
付
を
も
っ
て
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の

正
式
加
盟
の
認
証
を
受
け
、
そ
の
加
問
認

証
状
伝
達
式
が
、
六
月
十
二
円
（
円
）
当

町
で
行
な
わ
れ
、
令
国
の
会
員
か
ら
約
三

百
名
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

富
山
県
内
で
は
、
富
山
、
富
山
雨
、
高

問
、
制
披
、
魚
禅
、
そ
れ
に
今
度
で
・
8
た

朝
日
と
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ヲ
プ
が
六
つ
に

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
枇
界
に
は
、

一
一
一
八
カ
国
の
地
域
に
亘
り
、

一
二
、
一

一
七
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、

ラ
ブ

の
誕
生

五
八

O
、

0
0
0名
余
の
会
員
一
か
お
り
ま

す
。
円
水
で
も
、
北
は
稚
内
か
ら
、
南
は
鹿

児
島
に
い
た
る
ま
で
、
タ
ッ
プ
数
約
七

O

O
余
会
員
数
三
二
、

0
0
0名
余
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

一
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ヲ
プ
の
誕
生

今
か
ら
六

O
年
前
の
一
九

O
五
年
、
ア

メ
リ
カ
で
は
経
済
恐
慌
の
嵐
が
吹
き
ま
く

り
、
人
の
心
が
す
さ
み
、
犯
罪
が
巷
に
み

ち
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
附
、
シ
均
ゴ
の

庁

l
山
F

・P
－
ハ
リ
ス
と
い
う
一
背
年
弁

議
士
が
、
ニ
う
し
た
世
相
を
憂
え
、
お
互

い
γ

が
よ
く
思
解
し
合
っ
て
、
世
の
中
の
た

め
に
お
巾
社
し
、
住
み
よ
い
V
和
な
帆
界
女

作
ろ
う
と
決
心
し
、
そ
の
友
人
た
ち
と
、

集
会
を
各
自
の
事
務
所
輪
番
で
聞
か
れ
た

の
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
す
。

二
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
、
精
抑

「
準
仕
の
理
想
」
と
い
う
こ
と
を
お
互

い
の
職
業
の
根
本
精
神
と
し
、
そ
の
具
体

的
な
興
践
自
摂
を
次
の
四
つ
と
し
て
お
り

ま
す
。
1．
準
仕
を
一
つ
の
機
会
と
し
て
、
知
り
合

い
を
ひ
ろ
め
て
行
く
こ
と
。

Z
社
会
に
奉
仕
す
る
機
会
と
し
て
ロ

l

p

リ
ア
ン
お
互
い
の
従
事
す
る
職
業
の
道

徳
的
な
水
準
を
高
め
、
そ
の
真
価
を
認

識
し
、
ま
た
職
業
そ
の
も
の
を
権
威
あ

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

与
ロ

l

p
リ
ア
ン
は
そ
の
私
生
活、

職
業

生
活
、
社
会
生
活
の

別
な

く
、
常
に

「
拳
仕
の
理
想
」
を
適
用
す
る
こ
と
。

4
「
奉
仕
の
理
想
」
に
結
ば
れ
た
、
職
業

人
の
世
界
的
親
交
に
よ
っ
て
国
際
間
の

理
解
と
友
候
と
平
和
を
促
進
す
る
こ
と

さ
ら
に
は
、
日
常
行
動
の
基
準
と
し
て

ω兵
突
か
ど
う
か
（
正
直
）
、
凶
み
ん
な

に
公
干
か
（
公
平
）
、

ω好
意
と
友
情
を

深
め
る
か
（
友
柄
）
、

ωみ
ん
な
の
た
め

に
な
る
か
ど
う
か
〈
有
為
）
が
す
す
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
の
会
員
数
三

O
名
、
会
長
、
米
国
士
ロ
一
一、

幹
事
小
沢
浩

事
務
所
、
朝
日
町
商
工
会
内
、
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

（
小
沢
記
）

善
意
が
示
す

募

金
の
成
果

昭
和
四
十
年
度
は
朝
日
町
に
お
い
て
災

害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
火
災
や
水

害
等
が
多
く
、
例
年
に
な
い
募
金
を
依
頼

し
ま
し
た
が
、
町
民
各
位
の
務
意
が
実
り

H
摂
の
消
化
に
ご
協
力
く
た
さ
い
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
感
謝
出
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
年
中
の
募
金
成
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
本
年
も
蒜
余
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

昭
和
四
＋
年
度
朝
日
町

各
種
募
金
結
果

一
覧
表

同募金｜山崎火災
の他｜見舞（普万）

33.870 I 5.400 
23. 700 I 4.210 
1. 290 I 220 
21.650 I 3.820 
52.960 I 9 250 
66.955 I 12.470 
64 . 506 I 11 300 
58.280 I 10. 150 
51 . I 00 I 8, 8 IO 
60.320 I 10.840 
65.270 I 2.200 
10.290 I 1.000 
510. 191 I 79. 670 
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しん 無をいがし多ら咳がのる感通んびひ マ
たが理とる痛たいいが出ど 。国り t－＝. 出いか惰
気出をれのむし。つ出るが~ ウ肺とすてら血
管てしばでのる咳のる、摘がイにき ウい t.!.
支頭て、ずはしが聞と 頭いム ／V V、、イるを 悼
炎痛いそ。急で出にいが、ズ スた気 Jレ人冷 帆
なもるれこ性あるかう 霊そががる道スのや
どひとでん馬りの発よいれゆ活ま（〈咳し
はど、治な頭、は 病う 、か い発で鼻病やた
、く高る時線熱気しにから、にのの源、と
気ないこは炎が管て、ら少の増間穴体クき
管る熱と、を 出交いかだしど長）か）シや
支。やが早起て 炎るぜが進がーにらをセ

~ . : u. 内慢咳多くこ、を」き九んは おの吸ミ感
（性、い休しのおとみるでれしいどいで 冒
肺化たが聾てどこがかい熱るめてをことを

春の交通安全運動
5月11日～5月20日

交通の正しいJレ－wを身につけて交通事故から白らを守
り、また、他人に迷惑をかけないよう、事放のない切るい社

会をつくるため．春の全国交通安全運動が実施されます。

運動の目標、ならびに特に守っていただく ことがらは次

のとおりてーす。

ム量動の目標

・道路を横断するときは、必ず右をみ．左をみて、さら
に右をみて安全をたしかめてから手をあげてわたるよ
うにする。 （これをワン ・ツー ・ズリーゴウ運動とい
っております。〉
・運転者の方は、横断歩道、または交差点附近等におい
て、歩行者が手をあげて横断するのを認めた場合は、
必ず一時停止をする習慣をつける。

ム守っていただくことがら

1.運転者の方に
・保護者が付き添わないで、児童もしくは幼児が一人
歩きしているときは、その通行または、歩行を妨げ
なし、ょう一時停止または徐行しましょう。
・踏切て’は必ず止り、安全を確めてから渡りましょう。
．酒を飲んで取を絶対運転しないようにしましょう。

2.歩行者の方に
・横断歩道のある場所の附近では、横断歩道を渡りま
しよう。 I 

・横断は直角に、斜めに横断しないようにしましょう。 i出自前 えこしる自れら用
・準のすぐ前、すぐ後では横断しないようにしましょ ！て動七次よと 、こ動てのす下

！く来日にうが健と車い方る j技
う。 lだ税ま該止で会に税るの自ま
3.一般家庭の方に ！さはで 当 すき者よまもい動た
・子どもを道路て’遊ばせたり、またはこれを放任しな ！い魚にするるにりたのわ率は
いようにしましょうc ! 。津、るもよ伍 、はでば 、体：
・幼児は一人で外に出さないようにしましょう。 ! ！来朝方のうしそ軽あ足軽幹
・道路へ店を突き出したり、日除けを突き出したり、 ! 税日はで税ての自る代自不
または、木材等を世かないようγしましょう ; 事町 、あ制社身動こり動自

」 。 ！ 務役毎り 上会体 :m:之と寧白
4.料飲関係築・者の方に ！ 所場年まの 生障 税にし等者
・運転中の人には酒を出さないようにしましょう。 i 〉税 度す配活害をかてはが
・もし運転中であることがわかった場合はタクシーで 1 へ務納 。廷 をを減ん用 、白
おくり とどけ絶対運転させないこと。（入警警察署） ; 申課知l を営克免ーがいこら

一一一一一一一一一・1 し〈似 :t.Jllむ服すみられ使

れ 公律と
る自民所し私
方頃舘はてた
は精で、 、ち
速神開五毎の
慮的か月月人
なにれ十開概
く物ま六設を
お質す白さ そj!
出的 。午 れる
（く vこ 後てた
総だ悩 ー いめ
~；さん 時るの
謀いで よ人相
） 。お り権談
ら 泊法先

昭和41年 5月 10 F.1 
月刊（毎月10日発行）
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ひ

感
冒
は
最
も
あ
り
ふ
れ
た
病

気
の
一
つ
で
あ
り
、
年
間
を
通

し
て
多
少
な
り
と
も
、
誰
で
も

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
病
気

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
予
防
や
治
療
に
つ

い
て
、
こ
れ
と
い
っ
て
き
め
て
は
な
い
が

他
の
い
ろ
い
ろ
な
病
気
と
大
き
な
つ
な
が

り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
健

康
を
保
つ
た
め
に
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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の
入
門
）
の
制
服
に
い
ろ
い
ろ
の
細
菌
が

増
え
て
、
か
ぜ
を
こ
じ
ら
せ
て
い
る
の
で

す
。
か
ぜ
が
な
か
な
か
ぬ
け
な
い
と
い
う

の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
去
い
ま
す
。

次
に
手
当
と
予
防
法
に
つ
い
て
述
べ
て

み
ま
す
と

マ

手

当

S
L
休
息
が
第
一

か
ら
だ
を
休
め
る
。
鷲
物
や
寝
具
を
厚

く
あ
た
た
か
く
。

Z
う
が
い
を
す
る
。
入
泌
は
し
な
い
。

ー
あ
た
た
か
い
飲
み
も
の

や
食
事
を
す

る
。
卵
澗
を
用
い
る
人
が
多
い
が
、
こ

れ
は
栄
養
を
兼
ね
て
よ
い
。
コ
プ
茶
、

ス
1
プ
、
鍋
物
な
ど
熱
い
料
理
も
、
か

ら
だ
が
あ
た
た
ま
っ
て
よ
い
。

4．抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
の
入
っ
た
か
ぜ
薬
を

の
む
0

5．
規
則
的
に
険
出
し
て
経
過
を
み
る
0

6．吸
λ
感
日
を
ひ
い
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
吸
入

す
る
人
が
あ
る
。
や
っ
て
よ
い
手
wl
の

一
つ
だ
が
、
熱
い
の
み
も
の
も
、
吸
入

に
似
た
効
果
が
あ
る
。

〉

予

防

感
自
に
か
か
ら
な
い
コ

ツ
七
ヵ
糸

上
気
温
の
低
下
に
気
を
つ
け
る
。
山
氏
、
く

な
っ
た
ら
す
ぐ
衣
類
夜
具
を
滑
走
ね

る
こ
と
。

工
入
浴
や
運
動
の
あ
之
は
、
は
だ
か
や

湾
着
は
禁
物。

L
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
う
一
か
い

A
F
る
。

4
．憾
刊
が
は
や
っ
て
い
る
附
は
、
人
こ

み
に
出
る
に
は
7
λ

タ
を
用
い
る
。

R
J
ふ
だ
ん
か
ら
冷
水
摩
焼
、
乾
布
摩
擦

な
ど
で
皮
フ
な
き
た
え
る
。
直
の
水

泳
は
秋
冬
の
感
目
の
予
防
に
役
だ
っ

ι乳
幼
児
に
は
U
頃
か
ら
必
要
以
上
の

厚
婚
を
さ
せ
な
い
。

ー
栄
養
不
足
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
つ
け

る

。

（

民

生

課
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一
下
肢
ま
た
は
体
幹
不
自
由

一
者
に
対
す
る

自
動
車
税
、
軽
自
動
車

…

税
の
減
免
に
つ
い
て

・
ド
下
肢
ま
た
は
体
幹
が
不
自
由
で
あ
る

た
め
、
身
体
ー
陣
軒
者
手
帳
の
交
付
を

う
け
て
い
る
人
。

2
1
の
人
が
所
有
し
、
か
っ
、
も
つ
は

ら
そ
の
人
が
自
ら
運
転
す
る
自
動
車

軽
自
動
車
等
（
自
動
車
検
査
証
、
ま

た
は
経
自
動
車
届
出
済
証
に
事
業
用

に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
く
）

1
自
動
車
、
怪
自
動
車
等
の
い
ず
れ
か

一
ムロ
0

4
．
自
動
車
運
転
免
許
証
の
交
付
を
う
け

て
い
る
も
の
。

祥
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
役
場
税
務

課
へ
問
い
あ
わ
せ
て
く
．た
さ
い
。
〈
税
務
課
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昭
和
四
十
一
年
度
分
の
土
地
の

固
定
資
産
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

今
国
会
で
、
地
方
税
法
の

－
部
を
改
正

す
る
法
伸
が
成
立
し、

土
地
に
対
し
て
却

す
る
凶
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
間
和
四
十

一
年
度
か
ら
新
た
に
負
担
調
整
措
慣
が
講

ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新

た
な
負
担
調
整
持
躍
は
、
昭
和
三
十
九
年

度
に
行
な
わ
れ
た
士
制
の
評
価
替
え
に
よ

る
、
新
評
価
額
に
基
づ
く
税
負
担
の
適
正

（ 桁 ；l~； 価額一） ｜ーよ 持率
l収利381！＇・IJrの汗価額 ノ I 3 倍未満

O;l/.:分ニ’とにイi''J;j；＿のようにii：められて•，.ますc I 3倍以上 8倍未満
（算比例） - I_ 8 佑－以上
fl{{ ,f.11 38 "'I・j主訓 f1fi1ゑi 3.3平方メートJレ（115¥）当り
Ii{｛お： 3~ /,j ·・ J＇（，｝~ 紛が11ili制 3.3平方メー！ル（1.P!＇）当り
よtl! .fi'i 165平方メートル csoir)

!・ .• ＼己のような宅地の！月比f;{Jli'.:税ば1は次のようになりますc
開店140年｝宣分のi品定資産税は従背IJの暫定借置により、昭和38年度分の固定資産税額の 1.2倍と
なってし・ます 165 1.5 
’ 乙 500;:1× ・×． ×1.2=450円

3.3 100 
したがって、昭和41年度分の回定資産税額は、次のように計算されます。

上昇率＝]_5~0~~；1=6 . 0倍弱ま＝1.2倍伺円（霞鍔緩の）×1.2=540円

化
を
、
漸
進
的
に
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う

趣
骨
の
も
の
で
す
が
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

マ
回
定
資
産
税
額
の
算
定
方
法

－
、
宅
地
、
山
林
等
（
農
地
以
外
の
土
地
）

昭
和
四
十

一
年
度
に
お
け
る
宅
地
等
の

悶
定
資
産
税
額
は
、
各
慾
ご
と
に
新
評
価

額
に
よ
っ
て
計
算
し
た
税
額
が
、
そ
の
宅

地
等
の
昭
和
四
十
年
度
分
の
課
税
標
機
額

…

に
負
担
調
教
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
よ

…
E
F
7
0

っ
て
計
算
し
た
税
額
（
負
担
制
腔
税
制
〉

．一
割
一ト
2
3

を
こ
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
負
担
調
鞍
税

…一池
仁
［
1
．

額
に
よ
っ
て
回
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

－一
ι

す
0

．良

こ
の
場
合
、
負
担
調
整
割
合
は

500円
3.000円

主r－
－
－
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青
年
団
城
山
美
化
奉
仕
に
汗
流
す

制
川
町
述
介
部門作・
聞
で

は
、
本
年
度
は

「
住
み
よ

い
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
の

目
標
で
活
動
に
入
っ
て
レ

る
が
、
そ
の
緒
端
と
し
て

今
年
も
城
山
美
化
奉
仕
を

凹
月
二
十
四
日
に
行
な
っ

明

F
O
・4十

四
月
も
中
旬
過
ぎ
と
な

る
と
、
ど
こ
も
農
繁
期
に

兜
入
し
、
果
た
し
て
ど
の

く
ら
い
参
加
す
る
か
心
配

し
て
い
た
が
、
幸
い
に
も

日
東
紡
自
治
会
の
協
力
も

あ
っ
て
か
、
二
百
名
と
予

想
を
上
ま
わ
る
参
加
を
得

て
、
八
時
三
十
分
か
ら
城

山
笠
り
口
で
美
化
集
会
を

聞
い
た
。

町
当
局
を
始
め
と
し
て

関
係
各
方
面
の
激
励
の
こ

と
ば
が
あ
り
、
最
後
に
、

参
加
者
を
代
表
し
て

山

崎
市
内
年
間
長
の

「
今
後
も
美
化
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
」

回目
の
美
化
宣
言
が
あ
り
、

直
ち
に
連
帯
円
棟

旗
を
先
頭
に
頂
上
に
肉
付
行
進
し
た
。

好
天
の
日
曜
日
と
あ
っ
て
、
行
楽
客
の

訪
れ
る
中
、
シ
バ
刈
り
、
整
地
を
中
心
に

作
業
を
し
、
途
中
毘
休
み
に
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
を
お
り
込
み
、
午
後
二
時
ま
で
汗

を
流
し
た
。
青
年
団
で
は
今
後
も
引
き
続

き
美
化
運
動
を
展
開
す
る
が
、
い
く
ら
熱

心
に
一
組
織
一
団
体
が
巽
化
を
行
な
っ
て

も
、
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
町
で
は
情
け
な

い
こ
と
で
す
。

「
私
」
が

「
公
」
に
対
し
て
い
つ
も
責

任
を
持
ち
、
少
し
で
も

「
公
」
に
貢
献
し

た
い
も
の
で
す
。
郷
土
愛
を
、
自
分
の
ま

わ
り
を
き
れ
い
に
し
、
町
を
き
れ
い
に
ナ

る
こ
と
に
、
よ
り
表
現
し
よ
う
。

住
み
よ
い
社
会
作
り
の
た
め
に
。

（
朝
日
町
連
合
背
年
団
〉

写
真
八
左
上
V
清
掃
に
汗
流
す
青
年
団
員

〈
左
〉
城
山
登
口
で
の
美
化
集
会

連

合

青

年

団

四
十
一
年
度
事
業
計
画

マ
オ
山げ
グ
の
実
施
六
月
、
十
月

マ
女
子
育
年
の
集
い
五
月
二
十
九
日

棚
山
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

マ
青
年
問
題
研
究
集
会
六
月
二
十
五
日

二
十
六
日
（
土
、
日
）

大
家
正
小
学
校

マ
施
設
慰
問
七
月
十
六
日
、
十
七
日

（
土
、
日
〉
脅
海
町
上
路

マ
菅
年
祭
（
体
育
の
部
、
文
化
の
部
）

十
一
日
六
日
（
日
）

泊
中
学
校

マ
卓
球
、
バ
ド
大
会
二
月

泊
中
学
校

マ
槻
関
紙
の
発
行
、
毎
月
一
回
発
行

門

V

明
る
く
正
し
い
選
挙
運
動
の
展
開

五
月

i
八
月

一
婦
人
会
だ
よ
り

昭
和
四
十
一
年
度
役
員

会

長

水

野

ナ

副

会

長

仙

名

敏川

上

梅

金

井

て

江

淵

富

野

田

い

、の校る 子子な

書

記

会

計
監
査
委
員

校
下
会
長

境宮

崎

笹

川

｛
同五

箇

庄

南

保

山

崎

大

家

庄

野

中

堀川仙江金水勝fr7.K 

川上名淵井野田谷島

て梅敏宮てすす久み

る子子校るない子な

昭
和
四
十
一
年
度
目
標

今
一

度
わ
が
家
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

し
ょ
う
ω

（
特
に
側
股
．
山
に
つ
い
て
〉

食

生

活

主

婦

労

働

交

通

安

全

体

育

等（
朝
日
町
連
合
婦
人
会
）

． ． ． ． 
体

協

り

Tご

よ

昭
和
四
十
一
年
度
事
業
計
画

四

月。
両
越
軟
式
野
球
大
会
（
Mm
日）

六

月。
第
十
四
回
選
抜
中
学
校
野
球
大
会

（
郡
日
）

。
第
十
六
回
二
市
一
郡
中
学
校
駅
伝
競

走
（
初
日
）

七

月
。
朝
日
登
山
〈
M
R）

。
第
十
二
回
海
の
催
し
（
却
日
〉

。
第
＋
二
回
町
民
排
球
大
会
（
引
日〉

八

月。
第
九
回
町
民
水
泳
大
会
（

7
日〉

。
第
十
三
回
少
年
野
球
大
会
（
同
日
）

九

月
。
第
十
一
回
町
民
庭
球
大
会
（
幻
日
）

十

月
。
第
十
二
田
町
民
野
球
大
会
（
9
日）

十
一
月
。
第
十
二
田
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
日
目
）

。
第
三
田
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
訂
日
）

四
十
二
年
一
月

。
第
六
回
町
民
篭
球
大
会
（
3
日）

。
町
民
柔
道
大
会
（
幻
日
）

二

月。
第
十
一

田
町
民
ス
キ
！
大
会
（
ロ
日
）

〈
〉
第
十
三
田
町
民
卓
球
大
会
（
郡
日）

（
朝
日
町
体
育
協
会
〉

提 CJ'~ lヨ事月日田Iで
胃いヨしぜう／県

青
年
団

活
動
家
研
修
会

六
月
四
i
五
日
朝
日
町
で

こ
の
ほ
ど
県
教
育
委
員
会
主
催
の

呉
東
地
区
青
年
団
活
動
家
研
修
会
が

六
月
四
、
五
日
、
朝
日
町
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
県
内
の
青
年
団

活
動
家
が

一
堂
に
会
し
、
お
互
い
の

活
動
状
況
を
語
り
会
い
、
連
帯
を
強

め
る
と
同
時
に
地
域
で
中
堅
と
な
る

活
動
家
や
、
指
導
者
を
生
み
出
し
て

い
く
主
旨
で
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

朝
日
町
で
の
開
催
を
機
会
に
、

一

人
で
も
多
く
の
団
員
が
参
加
し
、
お
同

年
団
発
展
の
原
動
力
と
な
る
べ
き
質

量
、
報
備
し
た
指
導
者
、
活
動
家
が

朝
日
町
に
多
く
出
て
き
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

（
朝
日
町
連
合
青
年
団
〉
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農一一一－－~－－－·事

教一一二一二．室

川
相
一

日
発
一

月
日

一
1
・

5
月
『

年
得
一

1

・

4
a
，
川
川
川
4

・

口『
1

・

f
イ

圃

昭
月

－

五

月

の

農

作

業

農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
之
が
非

常
に
多
い
の
で
、
天
候
予
報
を
よ
く
注
意

し
て
農
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
六
月

の
天
気
概
況
は
次
の
之
お
り
で
す
。

前
半
は
梅
雨
前
線
の
活
動
は
弱
い
見
込

み
で
す
が
、
下
旬
は
ア
リ
ユ
l

シ
ャ
ン
付

近
に
日
気
圧
が
持
続
し
、
梅
雨
ら
し
い
天

気
が
現
わ
れ
ま
し
ょ
う
。

気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
は
下
旬
に
多

く
、
月
を
通
じ
て
は
平
年
並
、
日
間
は
や

や
多
目
。

七
月
の
概
況
｜
砲
雨
前
線
の
彫
轡
を
う

け
や
す
く
、
大
雨
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
下
旬
に
は
梅
雨
あ

け
に
な
り
、
定
ら
し
い
天
候
に
な
り
ま
し

ょ
う
。気
温
は
や
や
低
目
、
降
水
量
は
や
や
多

目
。
日
間
は
や
や
少
な
目
。

－
－

水
田
除
草
剤
の
活
用
、
｜
水
稲
の
中
耕

淳
一

は
無
意
、
と
し
て
の
考
え
方
が
大
変
強
く
な

位

一
っ
て
き
て
お
、
ま
す
が
、
除
草
は
必
要
で

第

一
す
か
ら
、
除
草
剤
の
活
用
を
十
分
一
考
え
て

＼

j
－
く
．
た
さ
い
。
新
し
く
M
O
剤
が
出
現
し
ま

白
河

一
し
た
。
部
剤
の
効
果
の
期
間
も
長
い
の
で

は
欄

一
少
し
あ
て
試
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
従

ι側
一
・来の

p
c
p
剤
や
エ
ツ
プ
剤
と
同
級
に
、

持
郵
一
田
植
後
七
日
目
位
に
、
反
当
三
キ
ロ
…
撒
布

同
沌
一
し
て
く
だ
さ
い
。

膨
第
一

フ
エ
1

ン
対
策
l
自
家
労
カ
で
の
田
植

f＼
一
な
ら
、

円
を
変
え
て
、
お
だ
や
か
な
日
に

一
行
な
う
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
労
力
の
関

一
係
で
日
を
変
え
ら
れ
な
い
と
き
は
、
萎
潤

一
防
止
剤
を
活
用
し
よ
う
e
O
E
D
グ
リ
1

ひさあ

ン
の
三

0
1四
O
倍
液
に
苗
を
設・
潰
し
て

苗
の
萎
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が

大
切
で

す
。
こ
の
場
合
、
苗
に
つ
い
た
液
が
十
分

乾
燥
し
て
か
ら
本
国
に
も
ち
こ
む
，
」
と
で

ナ。
乾
燥
不
十
分
で
あ
る
と
、
苗
さ
ば
き
が

困
離
に
な
り
、
回
値
後
も
業
先
が
た
れ
さ

が
り
、
立
ち
上
が
り
が
お
く
れ
ま
す
抽
出

水
中
の
ご
み
が
附
治
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
か
ら
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
レ
。

＠
本
団
施
肥
の
注
意

本
年
は
、
六
月
中
旬
頃
ま
で
の
天
候
は

比
較
的
順
調
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
基
肥
量
は
普
通
標
準
量
を
考
え
て
よ

い
が
、
六
月
下
旬
、
無
効
分
け
つ
期
に
入

る
頃
よ
り
、
本
絡
的
梅
雨
型
天
候
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
訴
肥
の
多
過
vcだ
け

は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
b

説
肥
盗
紫
肢
は
、
通
常
の
概
株
比
に
し

て
多
肥
は
さ
け
る
。

①
分
け
つ
期
で
の
効
き
過
ぢ
や
不
足
は
、

田
平
し
ゃ
小
量
の
迫
肥
な
ど
、
通
常
の

安
全
な
肥
効
管
理
で
お

g
な
い
が
つ
く

稜
度
と
し
、
多
肥
は
さ
け
あ
。

⑨
茎
数
確
保
を
基
肥
箆
素
の
量
だ
け
に
依

存
せ
ず
、
苗
質
、
殺
植
楕
度
な
ど
総
合
二
、
試
験
円
時

的
な
角
度
か
ら
目
標
を
た
て
、

肥

効

配

昭

和
四
十

一
年
六
月
十
二
日
（
口
）

分
に
つ
い
て
も
一
二
要
素
比
率
、
施
肥
法

三
、
試
験
場
所
富
山
、
高
問
、
魚
津

”US
E

－－z
・・・－－
FF
・－－＝＝
・・・－－
E
z
－－z
，．． 
－E
－三塁
・・・
2
－－三－－＝・・・
－ZEz
－－－・・・＝
室三塁
・－－－
E

＝－FE
E
－－－
n
－EE
z
－－－＝＝＝＝＝・・・
2
Z
E
E
－F

川
町

ι止

F

O

タ

人

民

県

の

〉

か

開

加

工

川

－

A
ド

司

一

院

ツ

大

山

5

所

才

日

で

参

木

町

田
－

4
＋

－

工

ピ

技

富

た

工

悶

幻

京

て

の

＞

．

川
－
－

4
E

仁

ン

醗

こ

っ

木

（

月

東

し

町

－
zp一
時

リ

紋

附

な

部

君

4

、
場

日

ね

沼

町

四

日

命

日

司

劃

剛

オ

説

部

と

雨

良

る

間

出

朝

め

日

山

川

唱

同

国

－

有

能

際

具

位

町

政

・

去

日

て

が

し

明

i

－

同

日

目

什

技

庄

建

一

桜

津

、
3
し

わ

せ

滑

川

町

一

全

一

宮

の

の

で

や

・

は

ら

と

地

門

川

－

－

君

l

淡

し
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一
一
に
一
で
良
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磯
却

g
v
町
一
一
ぷ
制

一

川
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b
問
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T
r

い
恥‘．，
f
一，晶
画

，

に

に

全

く

川
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【
合
唱
－

F
局

面
岡

苧－
L幽
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治

位

を

m
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F
1
－
喫
u
f

トー一

部
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，i
、、E
圃
・

大

4
さ

川

崎
－
コ
品
目
虫
畑
富
町
・

樹
園
・

F
昆
拘
厩
凶
幽
・
・

・

国

第

秀

課

川

MEM
－
園
内
．

u

a彊
圃
・
・
圃
司
調
温
・
司

全

小

優

業

二

百

－

H
｝
魚

d
凋

週

間

説

得
、

た

名

の

産

川

順
・
士
u
内
向
調
悶
．
‘

t£
蝉

長官主首、ー

れ

引

術

（

酬

川

・

司

か

者

技

岨

伊
国
E
E
E
－．． 
－
－三－
－＝－－・・・
皇
室＝＝
・・・＝主玉
三・・・
－Ez
－－三
－－－
－－ES
－－＝
・・圃
＝＝E
E
－－曹
三
重
量
E

－Z
Ed
＝E
E
－－EE
－－’

z－M

水
温
管
理
な
ど
Y

施
肥
鼠
だ
け
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
総
合
的
な
計
画
を

立
て
る
。

川

w
燐
酸
は
土
壊
の
燐
酸
供
給
か
ら
加
里

は
窒
素
盛
や
環
緩
の
不
良
性
を
考
慮

し
て
施
用
す
る
。

川

w
燐
酸
は
多
小
量
を
F

」
し
て
も
大
き
な

問
題
は
な
い
が
、
一
般
の
熱
田
で
は

不
必
要
に
施
す
こ
と
も
な
い
。
但
し

窒
素
の
肥
効
不
安
定
や
気
象
変
動
に

対
処
す
る
場
合
は
多
少
多
め
に
施
し

て
も
よ
い
。

熱
田
で
は
十
ア
ー

ル
当
り
五
均
程
度

山
手
で
は
土
壊
の
肥
決
度
に
よ
っ
て

六
1
七
匂
程
度
が
考
え
ら
れ
る
。

（
入
普
段
紫
改
良
普
及
所
朝
日
支
所
）

消

防

署

だ

よ

り

－
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

一
、
試
験
の
種
類

乙
種
危
険
物
取
級
主
任
者
試
験

（
第
四
類
）

城
山
・
鹿
島
樹
叢

観
光
写
真
募
集

新
緑
の
肝
季
、
わ
が
町
の
代
表
的
観

光
地
域
山
、
鹿
島
樹
鍛
（
宮
崎
自
然
博

物
館
〉

、
宮
崎
海
岸
を
中
心
に
し
た
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
を
催
し
ま
す
。
城
山
の

「
高
と
明
」

、
樹
態
の

「
低
と
暗
」
、

写
真
マ

ニ
ア
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応

募

要

項

上

主

題

朝
日
町
城
山
、
鹿
島
樹
慈
の

自
然
景
観

白
黒
、
カ
ラ
l

（
四
ツ
切
）

牧
数
制
限
な
し

昭
和
四
十
一
年
六
月
三
一日

朝
日
町
役
場
産
諜
槻

Z
作
品

－
締
切

4．送
付

－
審
査
写
真
家

中
野
俊
陽
氏

丘
入
選
発
表
七
月
号
朝
日
町
報
紙
上

1
展
示
会
及
び
会
場

昭
和
四
十

一
年
六
月
中
旬
、

朝
日
町
中
央
公
民
館

8．応
募
上
の
注
意

ィ
、
写
真
の
裏
面
に

「
題
名
」
「
撮
彰

日
時
」
「
使
用
カ
メ
ラ
」
「
簡
単
な

説
明
」

「
作
者
の
住
所
、
氏
名
L

を

記
載
の
こ
と。

口
、
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

ハ
、
応
暮
写
真
は
返
却
し
な
い
。

ご
、
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属

し
、
原
版
は
朝
日
町
観
光
協
会
宛
送

付
す
る
こ
と
。

ホ
、
賞
品
授
与
は
六
月
展
示
会
終
了
後

会
場
に
て
行
な
う
。

朝
円
町
観
光
協
会

魚
海
市
は
H
魚
津
西
部
中
学
校

四
、
願
書
の
提
出
先

富
山
市
新
総
幽
輪
一
番
地
富
山
県
庁
内

富
山
県
消
防
諜

五
、
願
書
の
受
付
締
切
日

五
月
五
円

t
五
月
二
十
日

六
、
受
験
資
絡

六
カ
月
以
上
危
険
物
（
第
四
類
）
の
取

扱
い
実
務
経
験
を
有
す
る
者

七
、
願
書
に
写
真
、
手
数
料
を
添
え
て
く

ど
さ
い
。
願
書
用
紙
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電

話

局

だ

よ

り

朝
日
町
の
電
話
も
、
昭
和
四
十
二
年
の

春
を
め
ざ
し
自
動
式
電
話
に
す
る
た
め
、

各
種
の
工
事
が
着
々
進
行
中
で
あ
り
ま
す

こ
れ
に
伴
な
い
、
皆
さ
ま
に
種
々
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

自
動
式
に
な
り
ま
す
と
、
毎
月
の
電
話

料
は
、
基
本
料
金
の
ほ
か
、
利
用
回
数
に

よ
っ
て
、
合
理
的
な
μ

メ
ー
タ
ー
H

制
に

変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
大
部
分
の
都
市
へ
の
市
外

通
話
も
〆
イ
ヤ
ル
で
お
話
し
で
き
る
大
変

便
利
な
自
動
式
電
話
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
客
の
多
い
食
堂
や
喫
茶
店
、
病
院
な
ど

に
市
内
通
話
や
市
外
通
話
の
タ
ダ
が
け
を

防
止
す
る
ピ
ン
ク
電
話
を
お
す
す
め
し
ま

す。
ピ
ン
ク
屯
話
の
特
長
や
使
用
法
、
費
用

等
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
電
話
局
へ

平
副
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（朝
日
電
報
電
話
局
）

編
集
兼
発
行
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所
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高
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制
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円
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円


